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研究成果の概要 

第一年次は構音障害者音声認識のタスクを中心に研究を進めた。音声認識モデルを学習する

ためには、音声と発話内容（テキスト）のペアデータが必要である。従来は、事前に用意した台本を

障害者の方が読み上げ、その収録音声と台本のテキストをペアデータとする方式が用いられてい

たが、この方法は障害者の方への負担が大きいため、音声認識モデルの学習に十分なデータを

収録することが困難である、すなわち学習データ不足の問題があった。そこで本研究では、台本読

み上げ音声ではなく日常会話（自由会話）音声を収録し、それをモデル学習に活用する方法を検

討した。日常会話音声は台本読み上げ音声に比べて障害者ユーザへの負担が小さいため、比較

的容易に音声を収録することが可能である。一方で、聞き取りが困難な構音障害者音声から、その

発話内容を書き起こすことは非常に困難なため、発話内容のラベルが得られないという新たな課

題が生じる。この問題を解決するため、教師ラベルの存在しないデータをモデル学習に活用する

技術である「自己教師あり学習」を障害者音声認識に適用することを検討した。健常者音声を用い

て自己教師あり学習を行う研究は多く存在するが、構音障害者音声を用いた研究は本研究が世

界初の試みである。自己教師あり学習の方式として、Autoregressive predictive coding (APC) を用

いて評価を行い、従来の台本読み上げ音声のみを用いた学習よりも音声認識率の向上を確認で

きた。また、ラベルの無い音声に対して音声認識を行い、その認識結果を教師ラベルの代わり用い

る疑似ラベリングの方式と組み合わせることで、さらなる性能向上を確認できた。さらに、APC よりも

新しい自己教師あり学習方式として wav2vec2.0での評価も行い、その有効性を確認した。

wav2vec2.0は APC よりも高いベース認識性能が得られる一方で、モデルが巨大なため、より多く

の日常会話音声が必要という課題も明らかとなったため、今後はこの課題解決にも取り組んでい

く。 
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